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200 セ グ メ ン テ ー シ ョ ン した RI投与後 の

　　　　　トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン デ ー タ に よ る PET の 吸収補正

　　　　 Attenuation　Correction　Using　Segmented　Post−lnjection　Transmission　Data 　for　PET

（財）東京都老人総合研究所ポ ジ トロ ン 医学研 究部門

○ 織 田圭
一

　 （Keiichi　Oda ）

【目的】PET で は検査効率向上 等 の た めPost−injection　transmission　scan （PITS）が 提案 され て い が，こ の方法は データ を引 き算

を す る た め に ノ イズ が 増加す る こ とが知 られ て い る．本研究 は
， PITSデ

ー
タ をセ グ メ ン テ

ー
シ ョ ン す るSegmented 　post−injec−

tion 　transmission 　scan （SPITS）を試 み こ れ らの 欠点を補 い ，　 PET 画像 の 画質向上 を 目的 とする．

【装置】PET カ メ ラ ：HEADTOME 　IV （島津製作所），外部線源 ：
68Ge

線状線源（100 〜150MBq ），フ ァ ン トム ：内径 20cm の 円

筒 フ ァ ン トム （内部 に 3個 の 円筒状容器），心臓 フ ァ ン トム （京都科学社製）

【方法｝PITS 法 で 収集 した トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン デ
ー

タ はEMIS 成 分 を差 し引 い て 再構 成 す る．再構成TRAN 画像 は
， 局所 閾値分

割法（LTS ）に よ っ て 分割する．各領域 に 応 じて 吸収係数 を 当 て は め
，

デ ータ を 投影 しサ イ ノ グ ラ ム に 戻 しEMIS の 吸収補正 に

用 い る．

◎ フ ァ ン トム 実験 （1）円筒型 フ ァ ン トム ；テ フ ロ ン
，

コ ー
ル ド領域お よび 16．51Bq！m1 と5．2kBq／ml の ホ ッ ト領域を持つ ．　 TRAN

を 10分，PITS を 4〜8 分収集す る．　 PITS の 再構成画像 をテ フ ロ ン ，水，空気 に セ グメ ン テ
ー・

シ ョ ン し，そ れ ぞ れ 吸収係数は

空気 μ、、r＝Ocm 一互，水 μ w 、、。，＝0．095cm 一ユ，テ フ ロ ン μ T。m 。．＝0，151cm
−1

とす る．　 TRAN ，　 PITS ，　 SPITS の 各方法で 吸収補 正 を し

たEMIS フ ァ ン トム 画像 の 中央，ホ ッ ト領域，コ
ー

ル ド領域およびテ フ ロ ン 部位に関心領域 （ROI ）を設定 しPET 値 を比較す る．

テ フ ロ ン を水 と同 じ吸収係数 とし た 場 合 （2 セ グ メ ン テ ーシ ョ ン ）も比 較す る．（2）心 臓 フ ァ ン トム ：心臓 フ ァ ン トム は 内部に

69Ga を満 た した心筋 （22kBq ／ml ），左室 （10kBq 加 1），右室 （22kBq ！ml ）， 従隔（10kBq ／ml ）を持 ち，肺野 とテ フ ロ ン の 胸椎を有す

る．TRAN を10分，　 PITS は 8 分収集す る．こ れ らの 再構成画像 を テ フ ロ ン
， 水 ， 肺お よ び空気 に セ グ メ ン テ

ー
シ ョ ン し，そ

れ ぞ れ の 吸収係数は テ フ ロ ン SL・
’，tlDn ニO．151cm −1，水 μ。。、。，− O．095cm −1

， 肺 μL，。g
＝0．e35cm−1 とす る．各方法で吸収補正 を し

たEMIS フ ァ ン トム 画像 を ピ クセ ル 単位 で 相関 を求 め 比較す る．

◎ FDG 臨床 （1）脳 ：TRAN お よ びPITS は 4 分収集す る ．そ れ ら の サ イ ノ グ

ラ ム を再構成 し軟部組織 と空気 の み の セ グ メ ン テ
ー

シ ョ ン す る．軟部 組織 の

吸収係数 は水 と等価 とす る ．（2）心臓 ：TRAN お よ びPITSを 4 分収集す る．

それ らの サ イ ノ グ ラ ム を再構成 し軟部組織 肺，寝台一ヒの ゲ ル 状 マ ッ ト

（μM 。t＝O．065cm
−1）お よ び空気に セ グ メ ン テーシ ョ ン す る．

【結果】円筒型 フ ァ ン トム で は 各方法に よ っ て ホ ッ ト領域の ROI 値 に大 きな差

は み られ な か っ た が ，2 セ グ メ ン テーシ ョ ン の 場合 その 部分 が 過大評価 され

た （Fig．1）．脳 の FDG 臨床で はSPITS 法に よ り通常 の TRAN 法 に 対す る 相関が

大幅 に 改善 され た （Fig．2）．心臓 の フ ァ ン トム 実験お よび FDG 臨床 で も相 関 が

改善 さ れ た （Fig．3（フ ァ ン トム ），
　 Fig．4 （臨床））．ま た，すべ て の EMIs 画像で

SPITS 法 に よ る 画質改善 が確認 され た．

【ま とめ】こ の 方法で は ノ イズ はPITS 法に比 べ 10か ら20％減少 し，通常の トラ

ン ス ミ ッ シ ョ ン 法と 同程度 で

定量性 も保 た れ た，こ の 方法

に よ りFDG 定性 PET 検査 に お

い て ，画質 を 落 とす こ と な し

に 低 ノ イ ズ と正 確 な 吸収補正

を 提供 し，検査効率 の 改蕾 に

役立つ と考え られ る ．
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